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 第 1 章では最新の政府統計において最も隔離の激しい都市とされているミルウォーキー
に焦点が当てられる。南部農村部から北部の工業都市への黒人の所謂「大移動」は一般に










































 第 3章では 60年間で総計 650万といわれる南部から北部への「大移動」期に望ましき終
着地とされながら、住宅をめぐる隔離にまつわるあらゆる問題の典型例とされるシカゴと、
かつて全米を代表する自動車産業の都市として白人が 8 割を占めた 200 万近くの人口を有
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